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 令和８年第１回今金町議会定例会にあたり、令和８年度の教育行政に臨む基本姿

勢、方針を申し上げ町議会並びに町民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。 

 

 

『生涯学習としての学校教育・社会教育の推進』 

 これまでに増してこれから目指すは、＜生きて働く＞確かな知識や技能の習得

であり、＜未知の状況にも対応できる＞思考力・判断力・表現力の育成です。 

 学社融合の精神を基盤に教育委員会内、そして関係諸機関も共に一体となって

進める優しさと活力ある『今金の教育』を目指してまいります。 

 

 また、生涯学習推進事業として最も力を入れている『いまかねエッセイ（作文）

コンテスト』を一年かけて進めてまいります。社会教育の推進はもとより学校教育

での「書く活動」を重視し、読書と作文のまちプロジェクトチームが選定したテー

マに沿って、児童生徒、町民からエッセイ（作文）を募集、作家とプロジェクト関

係者で審査をし、学力と人間力の向上を目指します。 

 語彙力・読解力・表現力を高め、それぞれの作品製作の成就感、達成感、芸術性

を人間力の向上に結びつける取組をさらに高め、プロジェクトチーム、町民と継続

してまいります。 

 

■人（人間性）を醸成する社会教育 

 第７次社会教育中期計画の下、町を心穏やかに、期待や生きがいの持てる教育風

土にすべく、これまで地域の教育のバックボーンとしての役割を担ってこられた

シニア、高齢者の方々の見識を活かしながら、子どもたちに生きて働く知識や技能

を習得させていくことを目指します。 

  

（１）感性豊かで広い心を育む文化・芸術の振興 

 ①文化財保護の振興を進めます。令和４年度に策定した「文化財保存活用地域計
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画」は５年目を迎えます。「守る・調べる・磨き上げる・育てる」の４方針の下、

今年度から２か年計画で北海道遺産・美利河砂金採掘跡の環境整備を進めます。整

備完了までの 2 年間はこれまでの専門職による現地ガイドツアーを継続実施する

とともに、普及資料の作成やボランティアガイドの育成に努めます。 
 その他計画に基づき、ピリカ旧石器文化館を拠点とする各種体験学習の展開、学

校教育へのふるさと学習プログラムの提供等、学芸員の専門性を活かした特色あ

る取組を進めるとともに、専門研究者を招聘する現地調査や講演会を開催し、今金

町の文化財の魅力を磨き上げます。  
 
 ②文化芸術活動の推進を進めます。町民の心の拠りどころ、人としての財産とし

て、感性豊かで広い心を育む文化・芸術の振興は、心の潤い、町づくりの重要な基

盤です。町民、子どもたちの心の栄養として、幼少年芸術劇場、今金ミュージック

サマースクールの開催、文化協会、サークル活動支援等を進めてまいります。 

 

（２）健やかな心身を育む生涯スポーツの振興 

生きがいを感じる源は心身の健康です。第2期今金町スポーツ推進計画の下、

その推進を目指します。 

①スポーツをとおしたひとづくり・まちづくり 

目指すはスポーツを通した人間力の形成や地域の活性化です。年齢を問わず

スポーツの体験機会を提供するとともに、子どもの成長におけるスポーツの重

要性について保護者理解を促進します。大学や総合型地域スポーツクラブ、スポ

ーツ推進委員会等関係団体と連携し、障がい者スポーツや地域性を活かしたウ

インタースポーツ、アウトドアスポーツ等を推奨します。初心者でも集まれるス

ポーツ活動の場を提供します。スポーツによって優しさや厳しさを学び、人間力

の形成を図っていきます。 

 

②スポーツによる健康維持・健康増進 

様々な年齢層や時間帯に合わせた活動プログラムの提供を行い、健康づくり
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を支援します。また、スポーツ栄養や健康増進につながる食育活動の普及を図るた

め、個人や親子でも参加しやすい食育事業を提供するなど、スポーツを通した健康

長寿社会の実現を目指します。 

 

③活動を支えるスポーツ環境の充実 

スポーツ拠点となる総合体育館をはじめ、各学校開放事業などスポーツ環境の

更なる充実を図り、多種多様なニーズに対応した活動を支援します。町内の学校等

と連携し、スポーツ活動の促進と効率的なプログラムの展開を目指します。    

     

■変化の激しい社会を見据えた学校教育・幼児教育 

 協調・競争と分断・対立により混迷の度を増すグローバル情勢、自然災害の多発

と激甚化、深刻さを増す少子化・高齢化の中で、生成ＡＩ等のデジタル技術の発展

はめざましいスピードで進んでいます。子どもたちはそのような変化の激しい社

会の中で、将来にわたって活かしていける知識・技能や人間力を身につけていかな

ければなりません。今金町の自然環境、社会環境を活かした授業、教育活動で健康

な頭脳、心、体を育む教育を推進してまいります。 

 

（１）『健康な頭脳』確かな学力を育む教育の推進 

 教師主導中心から児童生徒の主体性を重視する教育へ変わってきても、学校は

授業が命であることは変わりません。日々、授業の改善を目指す学校風土を確立し

ていきます。その基盤は信頼関係、礼儀、言語環境に基づく「規律性」です。 

その上で、網羅的に教科書「を」教える授業から教科書「で」教える授業を重視

します。その要は教師の教材研究です。１時間単位の授業で全てを教え込もうとす

る「本時主義」から「単元主義」への転換です。一人や少数では多角的・多面的に

深められない検討や納得解の学びを得るために、多様性を活かして議論し合う協

働、包摂性など、学級経営の重要性はそこにあります。 

全ての児童生徒に行き渡ったＩＣＴタブレットは、もはや教具・文房具として使

うものから、デジタルでリアルを補うデジタル学習基盤という押さえに立ってい
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かねばなりません。調べ学習と発表会で終わらない質の高い探究的な総合的な

学習の時間へは、これまでの授業を大切にしながらも、新たな授業改善が必要で

す。 

 

（２）『健康な心』豊かな心を育む教育の推進 

 子どもたちが落ち着いて前向きに学ぶことの前提は、子ども同士の穏やかで建

設的な人間関係から生まれる豊かな心です。子どもたちが自己決定できる環境が

基本です。道徳教育、体験活動、生徒指導の充実を図る中で、自己中心な思考でな

く人の痛みの分かる教育を推進し、ＳＮＳ等でのトラブルやいじめを起こさせな

いことや、いち早く解消する取組を積極的、組織的に行います。 

  

（３）『健康な体』健やかな体を育む教育の推進 

 脳の活性化は健やかな体から始まります。体力・運動能力、生活習慣調査結果等

を活用した体育授業や地場産品を多く取り入れた学校給食の充実と食育を栄養教

諭等で推進します。また、感染症予防や対策の促進を図るため、健康教育アドバイ

ザーを中心に各学校養護教諭や関係機関等と連携して健康教育の充実を進めます。 

 

（４）児童生徒の多様性を包摂する取組の充実 

多様なニーズに広い視野、観点から組織的に包摂性を持って対応する取組の

充実が必要です。不登校・登校しぶりへの対応において、「その日のことはその

日のうちに」対応することを標準化し、適宜適切な家庭訪問や、先を見据えた進

路ガイダンスと校内教育支援センター機能の充実を図ってまいります。 

 地域における特別支援教育を充実させます。通級指導、特別支援教育支援員、小

学校への保育教育派遣など幼小接続、小中接続を教育委員会、子ども発達支援セン

ター、学校で進め、インクルーシブ教育システム・合理的配慮の理念を踏まえた連

続性のある「多様で包摂性のある学びの場」を構築してまいります。 

 一人一人に寄り添う支援の一層の充実を図るため、町保健福祉課や育ちの支援

会議、地域自立支援協議会と共に１８歳まで一人一人に寄り添う支援を相談支援
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事業所や就労支援団体と取り組んでまいります。特に就労支援事業所「ひかり」と

は、対象となる方の通学時から連携を進め、より良い就労に結びつくよう努めてま

いります。 

 

（５）幼児教育・子育て支援の充実 

 子ども・子育てプロジェクトは、第３期子ども子育て支援事業計画の下、認定こ

ども園、学童保育所、子ども発達支援センターとの連携を更に進め、乳幼児期から

義務教育、その後の教育を一貫して充実させる取組を進めてまいります。 

 

■一体となって進む今金の教育 

 今年度も多種多様な学習意欲に応える体験事業、交流事業、講座等を関係機関と

共に社会教育グループ、学校教育グループ、教育委員会が一体となって進めてまい

ります。 

 

（１）自己理解・他者理解を深める体験学習の充実 

 社会教育の基盤は人づくり、地域づくり、絆づくりにあります。進む少子高齢化、

過疎化の中で地域のリーダーは宝です。今金ふるさと塾、動く公民館事業、ドリー

ムバスツアーなどの研修活動を通じて地域のリーダー、将来のリーダーとなる子

どもたちを育てます。コロナ禍以降縮小していた高齢者と子どもの交流の場を、子

どもたちにとって貴重な体験の場、シニア・高齢者層のやりがい生きがいに繋げら

れる場として計画実施してまいります。 

    

（２）通じ合う喜び、違いを認め合う国際理解教育 

 ネット時代の中で最適解を探究する上で重要となる実体験では、北海道教育大

学函館校との連携で、中学生と外国人留学生との英会話、異文化交流体験を実施。

社会教育分野では小中学生が町内で外国人留学生や教育大生と過ごす「ぐろーば

るキャンプ」事業を展開してまいります。 

また、町内で仕事に従事している外国人の方々との交流も図ってまいります。 
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（３）共に進める家庭教育 

 少子化が進む中でも変わらないもの、それは広い心・優しい心を育む家庭教育で

す。気持ちのよい挨拶、規則正しい食事、読書環境など、町の「家庭の８か条」、

「わが家のやくそく」の下、子どもたちに基本的な生活習慣を養ってまいります。 

 特に、心や体を守る観点からスマホやゲーム機、パソコン等、子どもたちの日常

にある電子機器を有効かつ健全に活用しながらも、学年に応じて使用時間を決め

るなどの取組を、学校、PTA と連携し進めてまいります。 

 

（４）図書振興 

「第２次今金町図書振興計画」「第４次今金町子ども読書活動推進計画』の下、

今金町図書振興会議を要とし、学校図書館運営支援や図書ボランティアとも進

めるブックスタート、読み聞かせ等、心と知の栄養に繋ぐ事業を充実させます。 

 

■支える教育環境の充実 

 教育行政の基本理念である「今金町の子どもたちは今金町民の手で育む」の下、

教育に関わる連携は「全ては町民、子どもたちのために」という共通認識で進めて

いかねばなりません。 

 

（１）部活動改革（地域展開）の推進 

全国的に減少していく児童生徒数の減少等の現状を踏まえた部活動改革（地

域展開）については、町教育委員会、スポーツ団体、文化団体、保護者、学校等

で構成する「今金町学校部活動地域移行検討協議会」、渡島・檜山教育局による

「渡島・檜山北部４町部活動地域展開検討交流会」の経過をみながら、学校と地

域で協働しながら子どもたちに可能な限りスポーツや文化の経験を保証してい

く制度設計を令和１３年度までに整えていきます。今金町単独で維持できる種

目と今金・せたな両町で維持できる種目、さらに広いエリアで維持する種目等を

検討してまいります。 
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（２）学校・家庭・地域との連携・協働 

 教育委員会としての教育行政の理念を学校、保護者、町民が自分事として捉え、

共に今金の教育の姿として推進していくために、地学協働の視点を持ち、学校運営

協議会や今金町青年会議、各地域の老人クラブ等と連携を進めてまいります。 

 

（３）高等学校、各大学等との連携 

 高等（養護）学校はもとより、今金町にない大学等の高等教育機関と連携を進め、

専門的な知識、技術等に町民、子どもたちが触れられる機会を提供してまいります。 

 また、今金中学校卒業生が多く進学する檜山北高等学校は、人口減少等により今

後、入学者減が課題となることから、同校の更なる魅力創出を図るため、同校教育

振興会やせたな町等関係機関と協議検討を行ってまいります。 

 

（４）学校における指導体制の充実 

 すでに各小中学校に導入してある校務支援システムや機械警備システムの活用

によって仕事の効率化や納得感、倫理観、やりがいに結びつく働き方改革を進めて

まいります。 

 

（５）施設・設備の整備 

 諸教育施設、設備を適切かつ効率的に運用してまいります。今金町学校給食セン

ター改築事業を令和９年度夏の供用開始に向け進めてまいります。 

 

 以上、令和８年度の教育行政推進の基本方針をグランドデザインと共にお示し

いたしました。『教育は一瞬にして永遠である』その言葉を胸に優しさと活力ある

今金町の教育行政を進めてまいります。 

 今後とも町民の皆様、町議会議員の皆様のご理解とご協力を賜りたくお願い申

し上げ、令和８年度教育行政執行方針といたします。 


